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年
度
当
初
か
ら
予
算
計
上
さ
れ
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
た
「
松
代
町
克
雪
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
が
、
国
庫
補
助
金
の

交
付
・
起
債
等
財
源
の
見
と
お
し
が
つ

き
、
い
よ
い
よ
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た

克
雪
セ
ソ
タ
ー
は
室
野
に
建
設
さ
れ
ま

す
。　
松
代
・
山
平
地
区
に
は
国
道
二
五
三

号
線
が
縦
貫
し
改
良
舗
装
も
進
み
、
無

雪
化
計
画
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
町

役
場
に
除
雪
関
係
の
機
器
を
設
置
、
こ

れ
を
基
地
と
し
て
除
雪
計
画
が
た
て
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
松
代
に
は
町

総
合
セ
ン
タ
i
、
山
平
地
区
に
は
社
会

福
祉
セ
ン
タ
：
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

松代町克雪セソター各室配置図

食　堂

押
入 二丁互仁

会議室｛タタミ敷65帖》

ホ　ール

床　の　間

乗務員宿泊休養室

（舛ミ蜘25帖）

非常
躇段

22．00吊1
2階

綿
鰍

れ
住
民
の
文
化
向
上
と
福
祉
の
増
進
に

備
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
る
に
、
特
に
降
雪
量
が
多
く
冬

季
交
通
の
幹
線
に
あ
た
る
奴
奈
川
地
区

に
は
、
こ
う
し
た
設
備
が
な
い
た
め
に

現
在
消
防
器
具
置
場
の
一
部
に
雪
上
車

を
置
き
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
車
庫
の

関
係
上
設
備
の
増
強
は
困
難
で
す
。

更
に
、
大
島
村
界
の
峠
は
降
雪
が
多
く

風
も
強
い
た
め
、
瞬
時
に
し
て
道
路
を

覆
い
唯
一
の
物
資
輸
送
と
し
て
の
道
路

も
通
交
不
能
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
の
確
認
・
機
械
運
行

の
指
令
所
と
し
て
地
区
の
生
活
の
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
ら

　
　
　
蘭
　
　
　
　
　
　
　
釦
⊥
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　　　1階
蜘耐渕畑樹轍妙明いがあ甦す・

地
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。
完
成
の
あ

か
つ
き
に
は
豪
雪
克
服
に
役
立
つ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
き
な
会
議
室

が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
文
化
の
向
上
・
福
祉
増
進
の
場
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

。
施
行
者

　
　
株
式
会
社
　
保
坂
組
　
関
　
武

　
　
　
（
新
井
市
・
八
月
十
四
日
指
名

　
　
　
競
争
入
札
に
よ
り
決
定
）

・
請
負
工
事
費
　
二
千
二
七
〇
万
円

。
完
成
予
定
　
　
昭
和
4
9
年
7
月
3
1
日

。
建
物
の
概
要

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
2
階
建
・
各
室
配
置
図

のきまりを守りましよ司交通
た
。

運
転
者
も
歩
行
者
も

　
万
全
の
注
意
を
〃

ノ
今
年
の
交
通
事
故
の
状
況
！

松
代
町
の
事
故
（
1
月
～
8
月
）

　
件
数
　
九
件

　
死
者
　
な
し

　
負
傷
者
　
十
八
人

郡
内
の
事
故
（
1
月
～
8
月
）

　
件
数
　
四
十
九
件

　
死
者
　
一
人

　
負
傷
者
　
六
十
三
人

　
前
年
に
比
べ
郡
内
も
件
数
事

故
者
が
ふ
え
て
お
り
ま
す
が
、

特
に
松
代
町
で
は
件
数
・
負
傷

者
と
も
に
二
・
二
五
倍
と
ふ
え

大
変
な
事
態
に
な
っ
て
来
ま
し

　
事
故
の
原
因
は

　
◎
わ
き
見
運
転
な
ど
無
暴
運
転

　
◎
酒
酔
い
運
転

　
な
ど
が
事
故
を
多
く
発
生
さ
せ
て
い

る
理
由
で
す
。
事
故
を
防
止
す
る
に
は

運
転
者
と
歩
行
者
一
人
一
人
が
、
交
通

道
徳
を
身
に
つ
け
万
全
の
注
意
を
払
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
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9
月
21
日
喰
か
ら

◎
運
動
の
重
点

　
　
歩
行
者
、
と
く
に
幼
児
お
よ
び
小

　
学
校
低
学
年
児
童
な
ら
び
に
老
人
の

　
事
故
防
止
を
重
点
と
し
て
、
つ
ぎ
の

　
施
策
を
中
心
に
交
通
事
故
防
止
対
策

　
を
徹
底
し
て
実
施
す
る
。

◎
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
整
備
充
実

　
　
昭
和
好
年
春
の
全
国
交
迎
安
全
連

　
動
以
来
推
進
し
て
き
た
ス
ク
ー
ハ
・

　
ゾ
ー
ン
対
策
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
お

　
よ
び
保
育
所
を
中
心
と
し
た
地
域
に

　
つ
い
て
も
一
層
強
力
に
推
進
す
る
と

　
と
も
に
、
こ
ど
も
の
事
故
が
下
校
・

　
降
園
後
に
多
発
し
て
い
る
な
ど
の
実

　
情
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
事
故
に
つ
い

　
て
も
必
要
な
対
策
を
強
力
に
推
進
す

　
る
等
そ
の
整
備
充
実
を
は
か
り
、
ス

　
ク
ー
ル
・
ゾ
！
ソ
の
実
効
あ
る
定
着

　
化
に
努
め
る
。

◎
交
通
安
全
教
育
の
充
実
強
化

①
こ
ど
も
と
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
保

　
護
者
、
と
く
に
母
親
ぐ
る
み
の
指
導

　
を
重
点
と
し
て
行
な
い
、
家
庭
に
お

　
け
る
交
通
安
全
教
育
の
充
実
を
は
か

　
る
。
ま
た
、
「
幼
児
交
通
安
全
教
本
」

　
を
家
庭
に
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、

　
地
域
に
お
け
る
幼
児
の
交
通
安
全
教

　
育
の
た
め
の
組
織
（
幼
児
交
通
安
全

　
ク
ラ
ブ
，
》
の
結
成
お
よ
び
育
成
強
化

　
に
努
め
る
。

②
老
人
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
歩
行
と

　
自
転
車
利
用
に
つ
い
て
、
安
全
教
育

蹄
匪≡

轍

灘

交
通
安
全
指
導
の
結
果
に
つ
い
て

　
八
月
十
四
日
午
前
・
午
後
の
二
回
犬

伏
地
内
に
お
い
て
、
松
代
町
に
乗
入
る

、
　
・
9
　
’
．
・
9
9
’
9
，
一
・
謡
●
　
．
　
，

9
月
3
0
息
ま
で

　
　
の
徹
底
を
は
か
る
。

　
③
連
転
者
お
よ
び
そ
の
雇
主
等
に
つ
い

　
　
て
は
、
歩
行
者
と
く
に
こ
ど
も
と
老

　
　
人
に
対
す
る
保
護
意
識
を
高
め
、
安

　
　
全
運
転
の
励
行
を
徹
底
さ
せ
る
。

　
　
な
お
自
動
車
乗
車
の
際
の
座
席
ベ
ル

　
　
ト
及
び
自
動
二
輪
車
、
原
付
自
転
車

　
　
乗
車
の
際
の
乗
用
ヘ
ル
メ
ツ
ト
の
使

　
　
用
に
つ
い
て
も
、
指
導
を
強
化
す
る

　
◎
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
設
定
場
所

　
①
松
代
小
学
校
を
中
心
と
し
て
、
第
一

　
　
プ
ー
ル
下
か
ら
高
等
学
校
入
口
ま
で

　
　
の
国
道
二
五
三
号
線
上
及
び
松
代
高

　
　
柳
線
上
の
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
よ
り
広

　
　
徳
寺
裏
ま
で
。

　
②
室
野
小
学
校
を
中
心
と
し
た
室
野
部

　
　
落
内
を
走
る
県
道
上
。

　
③
峠
小
生
校
を
起
点
と
し
た
木
和
田
原

　
　
の
県
道
大
島
線
上
。

　
④
蒲
生
小
学
校
を
起
点
と
し
た
蒲
生
部

　
　
落
内
の
国
遁
二
五
三
号
線
上
。

　
　
以
上
の
設
定
地
域
内
に
お
い
て
は
運

　
　
転
者
は
、
速
度
を
ゆ
る
め
、
安
全
運

　
　
転
の
励
行
、
長
時
間
の
駐
車
禁
止
、

　
　
歩
行
者
は
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
っ

　
　
て
、
こ
の
ゾ
ー
ン
内
に
お
い
て
事
故

　
　
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
合
わ
な
い
よ

　
　
う
に
注
意
す
る
。

　
　
以
上
、
交
通
安
全
運
動
の
要
旨
を
よ

　
く
守
り
、
皆
で
協
力
し
て
事
故
を
お
こ

　
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

〈
レ
〈
レ

　
　
．
．
難
　
　
．
．
　
㎜
員
で
、
安
全
運

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
転
の
実
践
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
請
し
、
チ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
・
マ
ッ
チ
を
配

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
付
す
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
に
広
報
車
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
¶
り
安
全
運
転
を

　
　
　
　
　
　
　
’
，
．
呼
び
か
け
ま
し

　
　
　
莚
難
驚
、
．
　
た
。
四
時
間
で

三
九
二
台
が
通
過
し
、
二
三
件
の
違
反

及
び
整
備
不
良
車
が
あ
り
警
察
官
に
注

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
写
真
－
交
通
安
全
指
導
の
一
コ
マ
）

（2）

「
住
宅
金
融
公
庫
」

　
住
宅
金
融
公
庫
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
づ

く
り
に
資
金
の
面
で
お
手
伝
い
す
る
政

府
機
関
で
す
。
今
年
か
ら
新
築
の
場
合

は
金
利
を
引
下
げ
、
し
か
も
新
築
・
改

良
の
融
資
額
を
ふ
や
し
ま
し
た
。

　
お
申
込
み
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務

の
取
扱
店
で
あ
る
農
協
が
取
扱
っ
て
お

り
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

【
新
築
】

◎
資
格
…
…
月
収
が
当
初
返
済
金
の
五

　
倍
（
百
八
十
万
借
り
る
と
き
は
月
収

｝
♪
　
　
八
万
一
千
円
）
以
上
で
、
同

“
、
～
　
居
の
家
族
が
あ
る
方
。

り
　
し
　
け

早
　
、
◎
対
象
…
…
住
宅
部
分
の
床
面

漕
伝
耀

・
　
“
　
積
が
三
十
～
百
二
十
㎡
の
建

｝
悪
物
・

｝
お
へ
◎
融
資
額
…
…
住
宅
の
構
造
に

ヤ
を
幽
　
よ
っ
て
九
十
万
か
ら
二
百
八

げ
　
　
　
　
　
ク

～
り
漕
　
十
万
円
ま
で
。

～
く
評
◎
返
済
…
…
十
八
年
か
ら
三
十

（
づ
耀
　
五
年
間
の
元
金
均
等
月
賦
償

～
　
一
　
還

ボ
ム
・

の
　
♂
◎
利
率
…
…
年
五
・
二
％
。
公

㌔
一
白

ず　ロののロヂびのもうりひいうロゆのらち

ナマイホ
～．・いσ“◎りρ響らら’％．も”θ

庫
住
宅
融
資
保
証
協
会
の
保

証
が
連
帯
保
証
人
。
担
保
と

し
建
築
住
宅
に
第
一
順
位
の

抵
当
権
を
設
定
す
る
。

　
　
　
【
改
良
】

◎
資
格
…
…
新
築
の
場
合
に
準
ず
る
。

◎
対
象
…
…
住
宅
の
増
改
築
・
修
繕
・

　
模
様
替
。

◎
融
資
額
－
…
十
万
円
以
上
～
八
十
万

　
円
。

◎
返
済
…
…
十
年
以
内
に
二
ヶ
月
ご
と

　
の
元
金
均
等
返
済
（
一
回
六
千
円
以

　
上
）

◎
利
率
…
…
年
六
％

次
号
は
住
宅
建
築
に
伴
う
税
に
関
す

る
事
項
を
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
本
紙
上
に
て
公
開
質
問
も

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
最
寄
の
農

協
に
ご
連
絡
し
て
下
さ
い
。

公
給
領
収
証
は

必
ず
受
取
り
ま
し
よ
う

　
皆
さ
ん
が
、
料
理
店
、
飲
食
店
、
バ

！
な
ど
で
飲
食
を
し
た
時
、
又
は
、
旅

館
に
宿
泊
し
た
と
き
は
、
通
常
料
金
の

10

％
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
を

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
　
（
次
頁
へ
）
※



〃
も
繭
継
羅
馨
駒
蝉

榊
丁
＋
数
年
ぶ
り
の
状
干
ば
つ
に

｛
よ
る
被
害
の
ほ
カ
は
、
目
立

上　　
　
っ
た
災
害
も
な
く
収
穫
期
を

　
　
　
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

　
　
　
が
刈
取
り
・
乾
燥
・
調
整
と

士
良
質
米
生
産
の
た
め
の
総
仕

イ
上
げ
の
段
階
に
入
り
ま
す
。

総　　
　
◇
米
の
食
味
の
よ
し
あ
し

　
　
　
　
米
の
食
味
を
左
右
す
る
要

の　　
　
因
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
中

　
　
　
で
も
最
も
大
き
い
も
の
は
品

米　　
　
種
で
、
次
に
産
地
・
気
候
．

　
　
　
栽
培
方
法
・
乾
燥
・
鳩
精
・

質　　
　
炊
き
方
等
で
す
。
そ
の
う
ち

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
作
業
で
留
意
す

　
　
　
べ
き
点
は
乾
燥
方
法
で
す
。

良
◇
上
位
等
葉
（
三
等
以
上
）

　
●
　
　
の
目
標
　
九
〇
％

　
”
　
　
今
年
松
代
町
で
出
荷
さ
れ

　
　
　
・
　
る
米
の
う
ち
、
上
位
等
級
米

　
“
　
●

の
比
率
を
九
〇
％
以
上
に
し
た

い
と
各
関
係
機
関
で
目
標
を
定

め
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
刈
り
遅
れ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
近
年
早

生
品
種
が
多
く
な
っ
た
こ
と
と

今
年
は
稲
の
成
熟
期
に
高
温
が

続
い
た
た
め
登
熟
が
促
進
さ
れ

さ
ら
に
干
ば
つ
田
で
は
水
不
足

の
た
め
に
後
期
栄
養
が
十
分
で
な
く
、

稲
体
の
機
能
低
下
や
老
化
、
枯
上
が
り

が
助
長
さ
れ
、
刈
取
り
期
が
集
中
す
る

結
果
と
な
り
、
と
も
す
る
と
刈
り
遅
れ

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
天
候
の
予
測
は
出
来
か
ね
ま

す
の
で
、
稲
架
は
平
年
よ
り
多
目
に
つ

く
り
、
二
番
架
利
用
の
た
め
に
刈
り
遅

れ
を
来
す
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

◇
今
年
か
ら
水
分
規
格
が
変
り
ま
し
た

　
昨
年
ま
で
の
水
分
規
格
は
一
等
米
は

十
四
・
五
％
以
内
、
二
等
米
は
十
五
％

以
内
、
三
等
米
以
下
は
十
五
・
五
％
以

内
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

一
率
に
十
五
・
五
％
以
内
と
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
従
来
も
、
と
か
く
過
乾
燥
の

問
題
が
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
と
ぐ
に
過
乾
燥
に
よ
る
米

質
低
下
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

◇
乾
燥
に
セ
ツ
カ
チ
は
禁
物

　
例
年
乾
燥
方
法
が
拙
い
た
め
に
、
胴

割
れ
を
お
こ
し
て
い
る
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
高
温
・
急
激
乾

燥
が
原
囚
で
す
。

　
乾
燥
の
際
は
次
の
点
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

　
ω
乾
燥
開
始
前
に
必
ず
水
分
を
測
定

　
　
す
る
こ
と
。

　
②
一
時
間
当
り
○
．
八
％
以
下
の
乾

　
　
燥
速
度
を
守
る
た
め
、
送
風
温
度

　
　
は
三
十
五
度
C
以
下
と
す
る
。

　
⑥
ム
ラ
乾
燥
防
止
の
た
め
、
乾
燥
途

　
　
中
で
モ
ミ
を
撹
拝
す
る
。

　
＠
乾
燥
途
中
に
も
時
々
水
分
を
測
定

　
　
し
、
水
分
十
六
％
に
な
っ
た
ら
乾

　
　
燥
機
を
停
止
す
る
（
余
熱
で
○
．

　
　
五
～
O
・
八
％
乾
燥
す
る
の
で
）

　
㈲
乾
爆
機
の
吸
気
と
排
気
が
室
内
を

　
　
循
環
し
な
い
よ
う
、
排
気
は
必
ず

　
　
戸
外
に
抜
け
る
よ
う
処
理
す
る
。

　
㊨
火
気
に
は
と
く
に
注
意
し
、
夜
間

　
　
の
乾
爆
は
で
き
る
だ
け
慎
し
む
こ

　
　
と
o

　
ω
乾
爆
籾
は
よ
く
放
冷
し
て
か
ら
モ

　
　
ミ
す
り
に
移
り
、
胴
割
れ
、
肌
ず

　
　
れ
の
防
止
に
つ
と
め
る
。

　
そ
の
他
出
荷
米
の
調
整
に
は
細
心
の

注
意
を
払
い
、
折
角
吋
年
苦
労
し
た
生

産
物
を
立
派
に
仕
上
げ
て
、
松
代
産
米

の
声
価
を
高
め
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
松
代
農
業
改
良
普
及
所
）

※
　
い
い
ま
す
。
こ
の
程
金
は
、
店
の

経
営
者
が
、
新
潟
県
に
か
わ
っ
て
み
な

さ
ん
か
ら
受
取
り
、
毎
月
ま
と
め
て
県

に
納
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
料
金
を
支
払
い
ま
す
と
、

店
の
経
営
者
か
ら
料
金
と
税
金
を
は
っ

き
り
書
い
た
県
指
定
の
領
収
証
が
渡
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
公
給
領
収
証
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
料
理
飲
食

等
消
費
税
を
納
め
た
し
る
し
で
す
か
ら

必
ず
受
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
弼
年
9
月
別
日
か
ら
9
月
2
9
日
ま

で
は
「
公
給
領
収
証
完
全
発
行
強
化
旬

問
」
で
す
。

「
料
理
飲
食
等
消
費
税
の
免
税
点
が
引

上
げ
ら
れ
ま
す
」

料
理
店
、
飲
食
店
な
ど
で
飲
食
を
し
た

と
き
や
、
旅
館
で
宿
泊
し
た
と
き
は
、

通
常
n
％
の
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
こ
の
中
で
、
飲
食
店
、

旅
館
等
で
通
常
遊
興
行
為
の
な
い
店
で

は
、
一
定
の
金
額
ま
で
税
金
が
か
か
ら

な
い
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
免

税
点
」
と
い
う
制
度
で
す
が
、
こ
の
免

税
点
が
、
昭
和
弼
年
1
0
月
1
日
か
ら
次

の
よ
う
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
現
　
行
　
　
改
　
正

飲
食
店
等
　
九
〇
〇
円
一
、
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
（
一
人
一
回
の
料
金
）

旅
館
当
一
、
八
○
○
円
二
、
四
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
一
人
一
泊
の
宿
泊
料
金
）

　
　
〃
　
　
九
〇
〇
円
一
、
二
〇
〇
円

　
　
　
（
一
人
一
回
日
帰
り
等
の
料
金
）

免
税
点
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
料
金

の
全
部
に
つ
い
て
、
10
％
の
税
金
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
但
し
、
旅

館
の
宿
泊
料
金
に
つ
い
て
は
、
一
人
一

泊
に
つ
い
て
、
一
〇
〇
〇
円
の
基
礎
控

除
が
あ
り
ま
す
。
）
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
財
務
事
務
所

臨
雷
囁
0
9
■
5
．
1
量
巳
■
■
巳
畢
厘
－
巳
1
8
層
■
■
■
塵
－
昌
噂
醜
騒

　
。
6
雛
．
，
9
。
，
轟
，
，
ー
，
，
ー
9
，
3
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皇
，
町
内で買いましょう

＼
・
！ ／魏1纏繍
　　　　　　一箱Z｛よぞて買われますと

　　　　，　越姉や町微入にな
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47年度の町へ納入された「たばこ消

費税」は10，316，180円でした・

　3（
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←松代～大島線（薙番）

◎懸鞠カメテ天聯

　。施行者，松代室岡組
　　（写真撮多・9月6日）

　難麟襯

　　松代～松之山線（通称・南部線）

　　　　道路改良工事すすむ

写真　（上・中）

　第一期工事、射繋場の所の堀割地点（上

　）と、その地点より松代寄りの工事現場

　（中）、写真の右側の高い所は旧道。

　◎工事概要

　　・延長，360配
　　。巾員，4寵～5．5鵠（全巾5．0彿～6．5鵠）

　　・法止工事，積ブロツク299，4π2

　　・工事95月21日～10月27日
　　・工事費請負額，11，500干円

　　・施行者，松代・相沢組

写真　（下）

　第二期工事、射撃場から池之畑寄りの

　地点

　◎工事概要

　　・延長，441彿
　　・巾員，一期工事と同じ

　　・法止工事，4ケ所
　　・工期，5月21目～11月26日
　　・工事費請負額，16，363千円

　　・施工者，一期工事と同じ

　　　　　　　（写真撮影・9月6日）

　　　　嚢　　　　萎
霧二髄

　
W
　
蝋
灘
縫藩
、 婁

灘
灘
雛

熱　＼
覧

ヤ
　
　
　
リ

鰍
＼
、
気

ヤ
、煮
4
．
’
8

支
芸
鰹
短
歌渋

　
水

雨
雲
は
影
さ
え
見
せ
ず
照
り
つ
父
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま
わ
り

　
こ
の
空
の
庵
と
に
咲
く
や
向
日
葵

　
　
　
　
し
ぶ

夕
さ
れ
ば
息
吹
き
す
る
ら
し
庭
の
木
の

　
　
　
　
　
す
ず
か
ぜ

　
梢
ふ
る
わ
せ
涼
風
の
吹
く

　
　
　
　
　
　
ほ
か

道
端
の
庚
申
塚
に
額
ず
け
ば

　
誰
の
上
げ
し
か
紅
き
花
咲
く

昼
顔
の
花
咲
く
野
路
を
わ
が
来
れ
ば

　
む
ら

　
草
叢
か
げ
に
虫
の
声
す
る

こ
が
ね
黄
金
な
す
稲
の
穂
波
は
夕
映
え
て

　
　
　
　
　
ゆ
た

　
今
年
も
稔
り
豊
か
な
る
ら
し

ワ
　
　
ロ

刀
桓

柳
　
　
一
葉

推
理
小
説
顔
負
け
で
行
く
ス
パ
イ
戦

給
料
を
上
げ
て
値
上
り
反
対
し

威
勢
の
い
い
声
で
子
牛
を
せ
り
上
げ
る

著
堀
り
の
施
設
の
子
等
に
日
本
晴

山
地
獄
　
交
通
地
獄
　
海
地
獄

百
姓
も
デ
モ
を
す
る
こ
と
教
え
ら
れ

そ
れ
ぞ
れ
に
孫
の
自
慢
よ
同
級
会

物
価
値
上
げ
抗
議
し
な
が
ら
買
漁
り

欠
陥
車
知
ら
ぬ
が
仏
乗
り
廻
し

過
疎
部
落
祭
り
も
止
め
に
し
て
し
ま
い
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税
　
の
　
話
題

税
金
は
み
ん
な

　
　
　
　
　
の
た
め
に

あ
な
た
の
納
め
た
税
金
は
、
国
の
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
を
通
じ
て
、
み
ん
な
の

生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
，

　
こ
れ
を
、
納
め
た
税
金
一
〇
〇
〇
円

あ
た
り
で
み
ま
す
と
、
48
年
度
予
算
で

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
国
民
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
円

・
道
路
や
住
宅
の
整
備
に
　
一
九
九
円

・
教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
○
円

・
国
土
の
防
衛
の
た
め
に
　
　
六
五
円

。
地
方
財
政
の
援
助
に
　
　
一
九
八
円

・
国
債
の
償
還
や
利
子
の
支
払
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
円

・
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
円

松
代
ボ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

六
年
ぶ
り
三
度
目
の
優
勝

　
恒
例
の
町
長
杯
争
奪
野
球
秋
季
大
会

は
M
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
8
月
19
日
松

代
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
町
野
球
協
会
主
催

の
も
と
に
、
準
決
勝
以
上
三
試
合
が
行

な
わ
れ
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

第
一
試
合

　
○
松
代
選
抜
18

　
　
　
　
　
　
　

　
×
役
場
（
B
）
7

第
二
試
合

　
○
松
代
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ
ー
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
×
役
場
（
A
）
　
　
　
　
　
5

決
勝
戦

　
×
松
代
選
抜
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
松
代
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ
5

　
電
話
番
号
の
訂
正

松
代
町
で
発
行
し
た
「
町
内
電
話
番

号
簿
（
昭
和
響
年
7
月
現
在
）
」
を
次

の
と
お
り
訂
正
し
て
下
さ
い
。

　
茄
頁
み
の
部

　
み
づ
か
み
　
若
月
郡
平
　
8
1
8
臼

　
4
を
、
若
月
郡
二
　
9
1
4
8
に
。

　
茄
頁
わ
の
部

　
若
月
郡
二
、
み
づ
か
み
　
9
1
8

　
4
を
、
9
1
4
8
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



総合センター利用状況 （開館日数　306日）

使
用
数

　昼　　　間　　　使　　　用
、

夜　　　間　　　使　　　用 合　　　　　　　　　計

行政朧翻 醐細剖 行政灘雛
　　「個　人1
　　　計その他i

　　I
行政
公民館
社教・文
、化団体

公の
団体
民劇個人1計
団体斥の他

回数

時数

人数

　l　　　　　l
14q　1．1，21　37　　　　　　　　　55　　41　591
6631454h432241174i1棚
13，438i4，47412，06912，948i3，230126，鞠

　　　　　　　　　i　　　　　　　　　l

3071

699

4，619

離
㎜
7 r『マ

8　　15

50　　141

　　［　10i　526

　　卜　39　761
　3075，117

　　セ　146！　419
　　1
　66311，153
　　1
13・438！9・093，2，119

39

151

　
　62　　51・　717

239　　　213　　2，419

3・089 3・537β1・276

　　　町民プール総決算一利用者は2万をこす一・
　猛暑の続いた今年の夏は、各方面でいろいろな事がありましたが、皆様方に親しんでいただい

た町民プールも9月5日限りで終了させていただきました。今年の利用者数は、はじめて2万人
をこえ各プール共連日賑いを見せていました。

　プールの利用につきましては年々管理人の注意を守つていただき、事故はありませんでした。

来年もみんなの施設という考え方を持ち続けていたyき、夏の健康保持の為の体力作りに、プー
ルを利用いた父きます様いまからお願い申上げます。

　今年は都会からの帰省者も多くプールの規則等がや～もすると破られ勝ちでしたが、一般の方

々のご協力を得、無事終了させていただいたことを感謝申上げ報告させていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　プール利用状況

　昨年7月6日から開設した総合センター
の利用状況（48・6・30まで）をお知らせい

たします。表の数字は延数で総計・回数7

17回・時数2，419時間・人数31，2
76人で、当初予定した人数（補助金をい

ただくための資料の予想数で17，U　O　O
人の見込み）を上まわりました。

　今後もお気軽に利用下さい。

＼
、
　
、
、
　

＼
＼
、

第　　1　　プ　　ー　　ル 第　　2　　プ　　ー　　ル 第　　3　　プ　　ー　　ル
利用者計無　　　　料 有　　　　料 無　　　　料 有　　　　料 無　　　　料 有　　　　料

小人 大人 計 小人！大人 計 小人i大人1　計 小人 大人 計 小人 大人i　計 小人！大人 計

7　月
8　月
9　月
計
一

3，525

4，442

619

8，586，

351

461

24

836

3，8ア6

4，903

643

9，422

　11，0391　239
　FL5431388
　1391　5
　2，6211　632

L278
1，931

44

3，253

1，458　46i　L504

　　iL392　24…L416

2，850　702，920

683

1，402

2，085

113

369

482

796

1，771

2，567

563

885

1，448

15　　578

1
1
0　895

25 L4了3

11381　121
1
5
7
5

！　347

1
7
1

3　468

259

922

L181

　人8，291
11，858

687

20，816
『』N、　　　　、－　　　、、

　＼　＼
開　設　日　数 料　　　　金 開　設　日　数 料　　　　金 開　設　日　数　i　料　　　　金

　　　1
料金計

7　月
8　月
9　月
計
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